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はじめに 静止型混合器（Static Mixer）について、これまでの研究開発と将来の展望について、

社長の独り言として以下延べさせて戴きます。 

 

１．Static Mixer の誕生 

1966年 C.D.Armeniades.他が「Mixing Device」としてUSP3,286,992号を取得した。 

Kenics社は、この特許のライセンスを受けて商品化に成功する。 

この「Static Mixer」を技術導入したのが、国内のN 社である。 

現在に至っている。 

Static Mixerの基本構成は 

「通路管内に右回転および左回転に 180°捻じられたねじり羽根の端面同士を直交させて接合して右ね

じり羽根と左ねじり羽根とを交互に配置して形成されている。」 

その基本混合原理は、流体の 

 

１）層分割 

２）回転 

３）反転 

作用から成り流体の流体エネルギーのみで複数の流体は混合される。 

層分割は２ｎで連続的に分割される。ｎはねじり羽根数である。 

仮に、ねじり羽根が 12の場合、総分割数は 212＝4096 になり、２成分以上からなる流体は層分割（せん

断）、回転（渦流）、反転（位置移動）作用を連続的に繰り返して混合される。 

 

＊所期の目的を達成しましたので、2 章は削除します。Ｗｅｂ上に掲載を指示している人物は未だ不明

であるが・・・。 
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２．ミューミキシングエレメントの発明 

90°ねじり羽根の発明と金型による製造方法の発明（USP 4,466,741号 1984 年 8 月）による射出成型

法および精密鋳造法により、羽根と通路管との一体成型から成るミューミキシングエレメントの製造に

成功した。 

現在もミューミキサー，ミュースクラバー，ミューエアレータ，ミューリアクター等の主要部品として

利用されている。90°捻りのミューミキシングエレメントの完成により、 

１．世界最小内径 2.85ｍｍのエレメント製作に成功する。内容積は 0.4㎖です。 

２．主剤と硬化剤との２液混合吐出装置の製品化に成功する。 

３．Static Mixer の欠点であった層流域における完全混合の末達成によるリボン状（金太郎飴）の発生

防止する。 

４．粉粒体の混合に成功する。安息角以上の螺旋角度によりブリッヂはおきない。 

 

３．粉粒体混合への応用 

１）ボルトランドセメントと高炉スラグ（フライアッシュ）の混合 

２）トンネル工事の裏込め剤としてのボルトランドセメントと発泡剤と急結剤との混合 

３）セメントスラリーと発泡剤の混合による気泡コンクリートの製造 

４）断熱剤および壁材としての気泡コンクリートの製造（金庫などの不燃材として利用。） 

５）粒子径の違う鉄紛同士の均質化のための混合 

６）医薬品の混合（医薬原体+増量剤） 

７）珪石とセメントと生石灰と発泡剤（アルミ粉末）の混合による ALC の製造 

 

４．螺旋状多孔翼の発明 

最初は螺旋状の羽根体を製作することに資金と労力をかけていた。扇形の羽根体を曲げても、扇形の外

径弧および内径弧に伸び縮みによる歪みやクラックが発生して製品は完成しなかった。ある日、塩化ビ

ニルの多孔板を利用したエレメントの製作依頼がきた。試行錯誤の末に金型を使用して、一枚の螺旋状



3 
 

の精密な羽根の製作に成功した。成功した原因を探求するために多孔板の穴を観察すると「穴」は伸び

縮みを吸収して偏平していることを発見した。この塩化ビニルでの発見は金属でも同様の観察結果が得

られた。ある日、この複数の多孔板を利用したミキシングエレメントを製作して、水の流れを観察して

いた。その時、滝のように白い泡が観えた。「何故滝は白く観えるのか？」長年の想いと眼の前の現実が

一致したことに深く感動した記憶がある。「念ずれば花開く」である。 

 

これらの体験および経験が「ミュースクラバー」の開発につながり、世界初の螺旋状インターナル「ミ

ュー静止型螺旋状多孔翼」（MU Static Spiral Perforated Wings）🄬🄬の発明です。 

その特長は、 

１）高性能である。 

２）メンテナンスフリーである。 

３）気・液接触は並流および向流で利用できる。 

 

その機能は、 

１）ガス冷却，洗浄，吸収，放散，および除塵に利用できる。 

これらの特長と機能を保有している大きな要因は人類の「らせん」の発見であると考えている。その「ら

せん」は自然現象の観察にはじまり、多くの人々が参加して「Static Mixer」は工業製品として商品化さ

れてきた歴史がある。 

このような商品に出会えたことに感謝しつつ、ミューミキサー，ミューミキシングエレメント，MU-

SSPW について以下に延べる。 

 

５．これまでに出会った人々との交流 

１）最初の出会い 

新聞記事のミュースクラバーに関するスクラップを片手に、出張の帰りに立ち寄って戴いたのが最初の

出会いであった。 
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物理の出身で、理論解析に秀でた業績を残した M氏から 

「高濃度粒子気体を高濃度スラリー循環により、装置が閉塞せずに処理できるのはミュースクラバーし

かありませんでした。」という感想を戴いたことを今もほこり
．．．

にしている。 

T 社とは担当者は退職されましたが、今も時々注文を戴いている。 

２）当時の I 工場長が、朝礼で「ミュースクラバーという新しい技術があります。」と語ってくれたこと

を聴いて、感謝していたことを記憶している。展示会場には、毎回一番に来られて励ましの声をかけて

戴いたのが昨日のようである。 

３）同じ頃、外国政府要人と太いパイプを持っておられた M 氏を紹介して戴いた。若い頃のプラント輸

出での失敗談や国際ビジネスの厳しさや営業面での注意点やノウハウ等を教えて戴いた記憶が残って

いる。亡くなられる数か月前まで、年に数回会食にお供させて戴いていた。いつもネクタイを締め、姿

勢を崩さずに盃を傾けていた印象が強く残っている。いつの日か恩義に答えたいと念じております。 

４）テスト装置の費用を負担して戴いた代理店社長 S 氏。ご多忙のなか地方工場に一緒に営業活動をし

て戴いた T 氏。レアアースの磁石を発明された T氏の研究開発時の苦労話しをされて、「新製品の開発

は２０年はかかります。」というお話しを、荒波に出会う度に想い出しては孤軍奮闘をしていた。「感応

道交」の世界であろうか。現在の企業は何年間、応援そして待つことができるのであろうか。 

５）蒸留の世界的専門家でおられる東京理科大学大江修造元教授との出会。 

大江先生にミュースクラバー（ミューミキシングエレメント）に関心をもって戴き、学生の修士論文の

ためのテスト装置を使用して戴いたことが契機になっている。修士論文に発表された基礎データは、い

まも設計に際して重宝している。エレメント設計に際しての(m2/m3):羽根の全表面積とエレメントの容

積との関係を見かけ上の充填密度として表現して、エレメントの面積、気・液接触時間、段数計算など

の設計に貢献している。現在も、貴重なご意見ご指導を戴いている。 
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６．Sicl4ガスの加水分解反応による吸収・除害 

テスト装置を利用して実ガスと実液（吸収液）テストをした最初の企業が A 社である。従来はスプレー

塔、充填塔、ベンチュリ―などを使用していた。装置の閉塞やトラブルに悩まれていた。これらを解決

したのがミュースクラバーである。 

これらの問題点を解決できたのは、いまは無理であるが、現場での技術者との素直な意見交換であった。 

１）Sicl4は水との反応速度が非常に速い 

２）微細な SiO2粉末が瞬時に生成される。 

３）高濃度の Hcl ガスが生成される。 

 

その解決策は 

１）排ガス導入部は水分との接触をさけるためにN2又は dry Air シールにすること。 

２）排ガスと水とN2の最初の接触空間（反応に必要な専有面積）を大きくとること。つまり生成する微

細な粉粒体の容積が問題になる。閉塞の原因になる。 

３）反応熱を冷却するために液・ガス比（L/G）を大きくとることである。 

 

７．螺旋状インターナルMU-SSPW から成るミュースクラバーの機能および原理について（私論。滝理

論です。） 

１．除塵機能ついて 

１）マイクロバブルの生成による効果は 

（１）マイナスイオンの発生 

（２）OH－イオンの濃度の増大 

（３）超音波の発生。超音波照射によるキャビテーションの生成 

（４）気泡径が小さくなるほど比表面積は増大し、気液接触面積も増大する。 

（５）一瞬であるが、気泡の内部圧力と内部温度は非常に高くなる。 
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２）レナード効果による影響について 

水が急激に微粒化されると、大きい水粒子は正に帯電して落下し、 

小さい水粒子は負に帯電して周りの空気を負に帯電させる現象がある。 

Lenard は、滝のしぶきによる細かい霧は主に負、水面近くは正に帯電する現象を確認した。分子構造を

[２H2O+e][3H2O+H⁺][3H2O+OH－]と推定した。大気イオン発生時の水の勢いが激しいほどイオン発

生量は多いことが知られている。 

 

３）ミュースクラバー内のガス流速と除塵効率は比例関係にある。ガス流速が速くなるほど、微粒子の

除塵効率が向上する現象がみられる。水の粒子が微細化されるほど除塵効率は向上することが確認され

ている。この現象はサブミクロンの SiO2で確認されている。 

 

２．化学反応吸収機能について。 

１）シラン系ガス（Sicl4 , SiHcl3 , SiH2cl2 , SiH3cl など）と吸収液（水）との並流における加水分解反応

は、Hcl のガス吸収とサブミクロンの SiO2の粉塵処理を行っている。 

その反応式は Sicl4+2H2O →SiO2+4Hcl である。 

従来は、主にスプレー，ベンチュリ―，充填物方式が採用されていた。洗浄液はアルカリ水溶液が使用

されていた。これらに対して、ミューの提案はミューミキシングエレメント（MU-SSPW）を利用した

１）ガス冷却，２）ガス吸収，３）粉塵処理を１塔での同時処理を推奨している。 

COGや CCS などの大容量のプロセスフローはガス冷却→ガス洗浄（SOx,NOx,除塵）→  

ガス分離・吸収→ガス放散→ガス貯留である。 

このプロセスの主眼は高性能でメンテナンスフリーで連続運転できることが大きな特徴になっている。 

高性能かつメンテナンスフリーの螺旋状インターナル MU-SSPW（MU-Static Spiral Perforated Wings）

を利用した CCSをカナダの電力会社に提案をしている。 

この特徴は、シラン系ガスを取り扱う化学会社においても、プロセスフローは違っても、高性能，メン

テナンスフリーの要望は同様にあり、実施されている。 
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２）洗浄液に水（純水，工業用水，中和水等）を使用することで 

（１）排水処理が容易になる。（ケイ酸化合物の折出がない。） 

（２）Hcl のみを分離・回収して循環使用できる。（コストダウンになる。） 

（３）排水をゼロにできる。反応生成物はフィルタで沪過できる。 

（４）高濃度の Hcl を水で直接冷却処理できる。熱交換器を必要としない。配管類の SiO2による閉塞

の心配はなくなる。 

 

８．大型化への道 

１)機能面でのスケールアップの容易性がある。 

小型テスト装置を利用して実ガス，実液でのテストデータを得る。並流および向流でのガス流速，液ガ

ス比（L/G），気液接触時間，圧力損失（kPa）等のデータを得る。 

これらの結果から、スケールアップ時の塔径，エレメントの段数，循環液量を決定し、次にエレメント

の詳細設計を行う。因子としては羽根体の穴径，穴の形状，充填密度(m2/m3)，開口率（％），螺旋角

度，スプレーノズルの選定（型式，数量，噴射角度等）を決定する。更に縮尺モデルを製作して流体の

流れのシミュレーションをする。 

 

２）ミキシングエレメントの新開発による廃ガス処理装置への応用 

(１)ガスの直接冷却 

(２)悪臭ガスの脱臭 

(３)シラン系化合物の加水分解反応処理装置 

(４)シラン化合物と H２ガスの反応処理と精製処理装置 

(５)微細ダストの除塵（特にサブミクロンの放射性物質の除塵。） 

(６)原子力発電所のベントガスの除塵装置 

(７)大型船舶の排ガス処理装置 
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ガス冷却，脱臭，反応吸収，除塵機能を有する廃ガス処理装置として、排ガスと洗浄液とは並流または

向流で気・液接触処理される 

その特徴は 

（１）フラッディングが起きない 

（２）チャンネリング（偏流）が起きない 

（３）ダストや反応生成物による目詰まりが発生しない 

（４）吸収塔を直列に多段に配置することで、サブミクロンのダスト濃度を 0.1mg/Nm3 以下に処理で

きる。限りなくゼロにすることも可能である。特に放射性廃棄物の焼却炉からの廃ガス処理に最適と考

える。 

（５）ガス速度は Max20ｍ/ｓまで可能である。但し、磨耗に注意する必要がある。 

（６）高濃度の反応生成物を含む洗浄液を使用してもエレメントへの付着・成長はない。実証されてい

る。洗浄液により、多孔体で形成されている羽根の裏表および装置内は常に洗浄されている。 

（７）高濃度の Hcl ガス吸収および Sicl4ガスの加水分解反応に対応できる。 

高い液・ガス比（L/G）で処理できる。また直接冷却が可能になる。 

L＝吸収液量（ℓ/min） 

G＝ガス量（m3/min）である。 

（８）１塔でガス冷却，ガス洗浄，ガス吸収，除塵機能をもっている。 

 

９．大型化への一歩 

処理ガス量の増大に伴い、ミューミキシングエレメント（MU-SSPW）の大型化が要望されるようにな

ってきた。エレメントの直径が３ｍ，５ｍ，１０ｍの吸収塔が必要になってきた。 

「Static Mixer」の羽根のねじり角度（回転角度）180°は、180°＝90°+90°であることを見い出し、

その結果、羽根体の回転角度は 180°，90°，60°，45°，30°，20°，10°等と自由自在に選択でき

るようになった。 

螺旋翼に多孔板を使用することで、目的に応じて開口面積、充填密度を自由に選択できる。製作面では、
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金型を利用した製作が容易になり、ローコストで精密な螺旋翼が製作できるようになった。 

 

１）用途 

石炭火力発電所、石炭コークス工場、原子力発電所などの大容量廃ガス処理がある。 

（１）CO2の冷却，除塵，吸収，放散回収，貯蔵工程 

（２）コークス工場からの COGの冷却，除塵，吸収，精製，回収工程 

（３）原子力発電所事故時のベントガスの除塵工程 

（４）大型船舶からの廃ガス処理工程等への応用がある。 

 

２）製作面でのスケールアップの容易性 

ミューミキシングエレメント（MU-SSPW）は、通路管と螺旋状の複数の多孔翼（羽根体）で構成され

ている。大型の場合は、平面上で多層に、補強リングを介して多孔翼を配置して隣接する羽根体同士は

接合されている。平面上でバウムクーヘンのように多層にすることで、直径 5ｍ、10ｍの吸収塔の製作

面での制約はない。設計が可能となる螺旋角度は 10°，20°，30°，45°と自由に既設のマンホールを

利用して吸収塔内でミューミキシングエレメントの製作・組立が可能となる。 

エレメントの自重に対する構造上の安全性は平面上に桁を交差状に配置することで解決でき、流体の流

れを疎外することなく、スムーズに流れる。 

 

３）その他 

（１）海水中のマイクロプラスチックの flotation（飛沫浮遊選鉱法）による分離・回収。 

（２）トリチウムとガドリニウムとの接触による中性子吸収あるいは捕獲による浄化。 

トリチウム水のファインバブル化とガドリニウムからのβ線の放射による中性子の吸収あるいは捕獲

によるトリチウム水から水への核変換処理。 

（３）石炭コークス工場からのＣＯＧ(ＣＯＫＥ ＯＶＥＮ ＧＡＳ)中の粉塵，ＳＯｘ，ＮＯｘ，ＣＯ２，

有機物，Ｈ２，ＣＯなどの分離，吸収，精製，回収そしてガス冷却処理への応用。 
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ＣＯＧはＨ２，ＣＯなどの有価ガスが約 55％含まれている。 

実ガスと実液を使用した COG のテスト結果は、目詰まりの発生はなく、吸収効率は９８％以上であっ

た。現在、実機を想定した、直径５ｍの MU-SSPW を配置した吸収塔をN社に提案している。 

（４）石炭火力発電所からの廃ガス処理による CCS への応用。 

そのシステムフローはガス冷却，粉塵除去，NOｘ，ＳＯｘなどの前処理、ＣＯ２の吸収，ＣＯ２の放散，

回収，貯蔵処理工程から成る。現在、ＣＯ２の吸収工程で問題が発生して長期（間）運転に支障をきたし

ている状態にある。現在、カナダの電力会社に高性能かつメンテナンスフリーの螺旋状インターナル

MU-SSPW の前処理，吸収，放散工程への採用を提案している。詳細は文献９，１１，１２，１３，１

６を参照下さい。 

 

１０．水処理への応用 

１）工業排水の脱気，放散処理装置としてのミューリアクター 

２）VOCと Ca化合物の含有排水をスチーム放散・回収処理 

３）かん水中の CO２，O２の真空脱気処理 

４）廃水中のNH３の脱気と活性汚泥法による COD，BODの曝気処理 

５）バラスト水のオゾン処理 

６）鉱山からの廃液処理および有価物回収処理 

 

１１．中水，下水処理として（ミューエアレータ，ミューマグネータ） 

１）活性汚泥法による COD，BOD，ｎ-ヘキサン等の曝気・放散処理 

２）オゾン（Ｏ３）による細菌・微生物などの殺菌処理 

３）閉鎖しないミューエアレータ（ミュー発振素子）利用による生活廃水のオゾン処理による殺菌およ

びＮＨ3曝気処理 
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１２．畜産，水産業，農業等における水処理（ミューエアレータ,ミューマグネータ,ミュースクラバー） 

１）閉鎖水域の水質保全のために空気曝気処理 

２）水中の NH3から H２ガスの曝気・回収処理 

３）空気，酸素曝気による活性汚泥法への酸素富化 

４）酸素水，炭酸水，磁化水等の製造による農作物の成長促進処理 

５）赤潮発生防止のために酸素富化および攪拌装置 

６）イソ焼け防止のためのフミン酸添加混合装置 

 

１３．新製品ミューエアレータ，ミューマグレータについて 

１）ミューエアレータは、ミュー発振素子とミューミキシングエレメントから成る静止型混合器で構成

されている。ミュー発振素子は空気の通流管に螺旋状の羽根体を内接した構造になっており、気体はガ

ス流速 0.5~200m/sec の範囲で液体中に噴射供給されて、強力な気液混相流として噴射ノズルから高速

噴射される。周囲から導入される液体と気液混合されて上方に配置されたミューミキシングエレメント

内を通流することで、マイクロバブル，ファインバブルを形成して気液混相流として上方に噴射される。 

 

２）ミューマグネータは、基本構成はミューエアレータと同一であるが、高速噴射された微細化したマ

イクロバブルの気液混相流に磁場を形成する磁性体を配置して、強力な磁力線を効率よく照射し、 

気泡を更に微細化することである。何故、磁力線を照射すると微細化するかの理論解析は不明であるが、

より小さくなってマイクロバブル化しているのは視認できる。理論解析が待たれる。 

 

マイクロバブルに関する文献がある。 

「気泡の収縮時には気泡内部から液体側へ熱があまり逃げず、周りの液体が気泡を収縮させる仕事が熱

に変わって瞬時的ではあるが気泡内が数千度，数百気圧以上の高温高圧状態となる。」安井久一、他著 

「ソノルミネセンスと気泡ダイナミックス」電子情報通信学会論文誌 A Vol.J89-A No.P686-694 ,また

「OHラジカル等が生成する。」「これは、気泡内で気体が電離している、すなわちプラズマが存在する
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ことの証拠と考えられる。」更に“衝撃波説”と“準断熱圧縮説”による「バブル核融合」が記載されている。 

 

１４．ミューリアクターの「nature」への広告 

滝の流水に着想して誕生した水処理装置「ミューリアクター」の広告を代理店とともに 1998年 11 月よ

り５回にわたって「nature」誌に掲載して、世界中から反響を戴きました。掲載月は 1998 年 11 月 5 日，

1998年 12 月 3 日，1999 年 1月 2 日，1999 年 2月 11 日，1999 年 3 月 11 日です。 

 

１５．ミューエダクター「MU EDUCTOR」新聞広告 

直径 20ｍの大型反応槽（内容積 4000ｍ３）の混合・攪拌装置として、台湾大手化学会社に納入しました。

反応時間の短縮化と製品の均質化に貢献しております。（日刊工業新聞 2013 年 3 月 25 日記事掲載され

ています。）また、「ミューミキシングエレメントによる連続排水処理技術」化学装置，2000 年 8月号に

論文掲載している。 

 

１６．工業排水中の VOC の分離回収 

有機化合物と塩化カルシウムを含んだ工業排水の真空蒸留による分離・回収装置として「ミューリアク

ター」を大手化学会社に納品、稼働中です。（1998 年納品する。） 

「処理水量は約 600m3/hr，ミューリアクターは 1500A×12mH です。塩化カルシウムの付着・成長に

よるトラブルもなく、順調に稼働している。同様の装置を中国にも納品しております。 

 

１７．トリチウム水から水への浄化 

水改質装置はミュー発振素子と MU-SSPW と磁生体と、そして中性子吸収材から構成される。ミュー発

振素子は気体を水中に高速噴射をしてキャビテーションを励起させる機能を有し MU-SSPW は気体と

液体とを混合させてファインバブルを生成する機能を有し、磁性体はファインバブルに磁力線を照射す

る機能を有し、そして中性子吸収材は原子核から中性子を吸収又は捕獲する機能を有し、各々の機能を

融合させて、トリチウム水を浄化する方法（私論）である。中性子吸収材としては、ガドリニウム，ボ
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ロン，アルミニウム等の単体や合金およびセラミック等が考えられる。中性子は微小な磁性体と言われ

ている。中性子吸収材としてのガドリニウムとトリチウム水とを接触させて普通の水（H2O）にすると

いう私が識る限り論文発表はない。 

他の分離方法としては、次の方法がある。酸性ガドリニウム溶液と被処理水（トリチウム水）を接触さ

せて、トリチウムを構成している原子核の中性子を吸収あるいは捕獲して浄化する方法である。有機酸

に溶解したガドリニウム溶液を製造し、その酸性ガドリニウムとトリチウム水を混合・撹拌させる。こ

の混合・撹拌装置に磁化エダクターを利用して充分に熟成させる。つまり、ガドリニウムに中性子を吸

収あるいは捕獲させる。しかる後中和槽で中和処理をして、静置タンクに供給される。沈殿したガドリ

ニウムは分離・回収されて循環使用される。（この方法は私論である。）このシステムは大型の反応槽、

中和槽および静置タンクが必要になる。かつて内容積 4，000ｍ３の反応槽にミューエダクターを配置し

た実績がある。工業製品の均質化を達成して、反応時間の短縮化に貢献をしている。（日刊工業新聞 2013

年 3月 25 日 12 面に掲載されている。） 

 

東大宇宙線研究所 SK スーパーカミオカンデでの硫酸ガドリニウムの投与実験が SK-Gd 計画として発

表されている。（池田一得，他「天文月報」第 113 巻，第 10d 号 P599～609 2020 年 10 月） 

SK（スーパーカミオカンデ）での貴重な経験を活かされて HK（ハイパーカミオカンデ）でのニュート

リノの観測に成功されることを祈念しております。有効体積１９万トンの巨大なタンクでのラドンとガ

ドリニウムとの接触混合に興味があります。 

 

１８．処理水中のトリチウムおよび放射性物質の除去 

トリチウム（3H）と中性子吸収材あるいは捕獲材（例えばガドリニウム）とを接触させて、トリチウム

の原子核を形成している中性子２個を吸収あるいは捕獲して３Heに核変換できるかが問われる。ガドリ

ニウムは常時β崩壊しながら周囲に放射線（ベータ線）18.6keVを放射している。ガドリニウムは 20℃

以下で強磁性を示すと言われている。ガドリニウムは原子炉の中性子吸収材として、制御棒に利用され

ている。 
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現在、東大宇宙線研究所の SK（スーパーカミオカンデ）で硫酸ガドリニウムを利用して、222Rn や Kr に

よるバックグランド値を下げるための研究が SK－Gd 計画としてなされている。「カムランド」での

Rn,Kr の脱気装置の実績をもとに、ミューミキサー（ミューミキシングエレメント）を内蔵した Rn 放

散装置「ミューリアクター」として、SK のタンク内の 222Rn の濃度測定に利用されている。（日刊工業

新聞 2011 年 2 月 24 日に記事掲載されている。）因みに SK のタンクの貯水量は５万トンである。 

非常に低濃度の 222Rn 濃度は 0.8~10mBq/m3である。222Rn の存在はノイズになって測定感度に影響を

与える。 

 

１９．処理水から放射性物質の分離・回収について 

処理水中に含まれているサブミクロンの重金属（例えば、ウラニウム，プルトニウム，ストロンチウム

等）の放射性物質は MU-SSPW を内蔵したミューリアクター，ミューエアレータ，ミューマグネータを

利用することで分離・回収が可能である。 

廃水中に点在している極微量の放射性物質をファインバブルでつつみ込んで、上方に浮上させて分離す

る「Flotation」泡沫浮遊選鉱法という技術を利用して分離・回収することが可能である。 

曝気・放散機能を有する分離装置（例えばミューリアクター）を直列で多段に配置することで、放射性

物質の放出濃度を限りなくゼロにすることは可能である。加圧気体は不活性ガス例えばN2,Ar あるいは

H2などを使用することで循環使用できる。又、放射性廃棄物となるイオン交換樹脂，吸着剤，界面活性

剤，フィルタなどを使用することなく、分離・回収が可能となる。 

（これらの除去方法は実証テストが必要であるが。） 

 

２０．むすび 

ミュー社を１９８３年創業以来、MU Green Technology 🄬🄬を旗印に３９年間に亘り社長をつとめてき

ました。小生も本年で喜寿を迎えます。 

これまでのミューミキサー、ミューミキシングエレメントそして複数の螺旋状多孔翼から成る MU-

SSPW への開発、類似特許への疑問、９０°捻りの羽根体および通路管と羽根体との一体成型によるミ



15 
 

キシングエレメントの製造方法、これらの発明による新たな用途開発、複数の螺旋状の多孔翼から成る

MU-SSPW の発明による大型化への道、大型の MU-SSPW を利用した COG，CCS への展開およびト

リチウム水の浄化についての提案などを述べてきました。 

特に、東京地裁判決（昭和５８年（ワ）１０６５４号）および類似特許に関しましては、事業継承者の

ために、あえて疑問を提示して、公明で公正な社会の判断を待ちます。 

競争のない処に進化なく 

想像のない処に創造なく 

自由のない所に創造的波壊は生まれず 

核融合炉において「らせん」状の磁力線を発生させてプラズマを閉じこめるトカマク方式が提案されて

いる。俵屋宗達の「風神」から素粒子物理学における「ブラックホール」に至る奥深い意味をもつ「ら

せん」に出会えたことに心から感謝です。多謝。 

以上述べてきました事柄が、皆様方の思考の一助になれれば望外の喜びです。 

 

雪明りのなか僧堂に静かに端坐する老僧が発する 

「腰抜けになるな！」 

「足裏に眼をもて！」そして「只管打坐」の世界を、30 年近く指導戴いた平野老師の座相を身体に。 

創業当時、長小次郎師から贈られた孟子の「虎嵎を負う」のことば
．．．

と堅い木版に刻みこまれた「格物」

1）を大事に、今は亡き武田住職の「いま ここに在る 命の不思議さを 大事にしなさいよ。」を心に、焦

らずに、一歩一歩着実に、時折り寄り道をしながら、梵鐘の音色に、遠くから聴こえてくるせせらぎに、

耳を傾けながら、無極を求めながら、無即空 空即無の世界を。 

雪深き道を、明日を信じて同志とともに歩いていく覚悟である。 

文責：小嶋久夫 

米国化学会員 

©2022 H.Kojima 
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１）格物とは 

朱子学では、「物（の理）にいたる」と読み、事物に本来そなわる理に窮め至ることと解した。」広辞苑 
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